
　☆　第３８回  ＡTＣカップトライアスロン大会　☆

　関東地方は、７月２２日に梅雨明け宣言
が出て気温が３６度、３７度と猛暑日が続
いた。選手たちは暑さに慣れた身体で大会
に臨んだ。大会当日の朝は涼しく感じられ
た。今年の受け付け時は、スイムゴーグル
を忘れました。と、例年数名いますが、今年
はいなくて順調に行きました。因みに忘れ
た選手達には、賞品のゴーグルを差し上げ
ています。
　締め切り間際に来た人で、ウエットスーツ
の背中のファスナーが締まらない選手がい
て、数人で手伝いましたが駄目でした。スタ
ート時間が迫るので、選手達を車に乗せて
会場に運びました。背中のファスナーが開
いたまま泳いだ選手は、苦手な上に水の

抵抗を受けて1人４０分を超えました。今年は雨が少なく、彩湖の水位が２メール程低く、水辺が普段より７メール位遠くにな
っていた。その分、彩湖が小さくなっていて、スイムの距離が短くなっていた。正確には不明だが、８０メールから１２０メール
位だと、昨年のタイムから同じ選手との比較で推測される。１位の選手が１分４５秒、２位で１分１９秒、３位で３分２９秒、４
位で３分０２秒、１１位で１分２３秒、１５位で４分、１７位で２分、３０位で２分、３８位で１分４０秒、４０位で５分、４１位で５分と
同じ選手達の昨年のタイムを比較してみました。彼ら全員が、スイムが上達したとは思えません！そして、昨年のスイムの
制限時間を超えた選手は、９４名中、２９名、率にして３１%。そして今年は７６名中、６名で８%でした。全国の大会で死亡事
故が１０名近く有りますが全てスイム競技中なのです。競技の中でスイムの時間が占める割合は少ないので練習時間も少
なく割り当てられているのが現状です。スイム競技は、余裕を持ってゴールして、バイク、ランに移れるようにして下さい。
　バイクでは風も弱く選手達は、軽快に走り続けていた。ランに移って行くに従い、気温が上がり真夏日になった。
　ここ数年、エイドでの食べ物を摂る選手が少なくなってきました。昔みたいにパン、おにぎりをやめて、コロナ禍で個食で包
装してあるものに変えていて、それも一口で食べられる小さなカステラ、クッキー、ゼリーなどなど色々なものを用意しました
が、選手達は自分の好きな味のサプリメントを持参して食べていました。例年用意していた塩分の補給として梅干しの代わ
りに、熱中症予防のタブレットを用意しました。手軽に食べられるので選手達には好評でしたが、第二エイドでは足りなくな
ってしましました。
　猛暑日になった大会でしたが、完走率が５８%と低くはなかった。
　総合１位　２位　３位　と、女子１位　２位　３位　に、続き、年代別の１位から３位、それに続いてゼッケン番号によって、ウ
エア、ランニングの本バイクの本などなどが、優勝者によって箱から引き出されて行った。
　最後に雑誌ターザンの年間２３冊が当たるジャンケン大会があり、霞ヶ浦市の女子選手が勝ち残った。これで、全ての行
事が終わり、来年も参加の程お願いします。と選手達に、お願いして終了しました。

　

２０２３年　 ９月号

　女子１位　　　　２位総合１位　　　　　２位　　　　　　　３位 ３位
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